The Truth of ABC Application in the Bank and Post : ABC : Bank Costing 50th Year Verification ; Relevance Lost solved? by 谷守 正行


















1987年に Johnson and Kaplan（1987）の『Relevance 





































































































ブームの間に ABC 創始者の Kaplan は Anderson と共
同で，ABC の適用困難性を克服する目的で TDABC
（Time-Driven ABC：時間主導型活動基準原価計算）







95銀行における ABC 適用の真実とポスト ABC













































































































































B銀行 ABC を発展的に見直して，新しい原価計算（ポスト ABC）を適用
C銀行 ABC を発展的に見直して，新しい原価計算（ポスト ABC）を構築中
D銀行 ABC を発展的に見直して，新しい原価計算（ポスト ABC）を検討中
（出典） 谷守（2017b）を基に作成。















































伝統的原価計算 100％ 48％ 12％
ABC 0％ 52％ 2％
凍結 ABC8） 0％ 0％ 37％











































































































3に沖縄銀行における従来からの ABC とポスト ABC











































































































































































もと Kaplan and Anderson の企図していた CDABC と
みなすことができる。
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